


































































いてこれま 問われること その重要性に比して乏しかったと言わざるを得ない。そこで将棋 文学研究会では、日本文学研究の視点だけでなく、文化史研究、メディア論、外国文学研究者、そして様々な形で将棋と関わる世界で活躍する人々や、それを支える人々など、多様 メンバーが集まって、将棋と文学の関わりの をスタートさせた。　
論集『将棋と文学スタディーズ』およびシンポジウム「将棋と











楽コンテンツとして定着したのが、囲碁将棋記事であった。戦争中の文学については研究が蓄積され きているが、その時期将棋は時局との関わりの中でどのような意味を持ったのか。また共産主義革命の理念との関わりについては、戦後に 文化振興を支援し、現在でも将棋界 重要な後援者となっている日本共産党は、なぜ そしてどのように将棋と関わってきたの 。　
将棋と文学は今日、空前の結び付きを示している。高橋弘希、
いとうせいこう、朝吹真理子、松浦寿輝といった「純文学」的な作家たちが将棋に大きな関心を寄せ、また将棋小説が隆盛し、マンガやアニメ、映画などの多様な物語ジャ ルにおいて、将棋は重要なモチーフとなっている。また近年では、インターネット技術の発達によって従来とは全く異なる特徴を持つメディアが登場しているが、将棋の表象はそこでいかに変容している だろ か。　
文学は、メディアの中で将棋と並んで娯楽的なものとして位






日本文学研究者だけで く、様々な分野で活動するメンバーが集まっていることにある。本論集に寄せられた論文も、いわゆる文学研究のアカデミックなディシプリンとは異なる文体や体裁で書かれたも も少なくない。しかし、そのように狭義の研究場に閉じることのない横断性こそがこの研究プロジェクト 可能性を担保するものに他 らない。本論集では、ある程度の監修は小谷が行ったが、書式などを統一す は最低限 とどめ、そうした横断性が可視化された形とすることを試みてい 。　
この巻頭言は、こうした多様な研究の試みを俯瞰するには不
十分な見取り図に過ぎない。 将棋 文学と う視座の有効性は個々の研究の実践の中で具体的な意味が見出されていく になるだろう。
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	 「芥川賞受賞・高橋弘希インタビュー「小説と将棋は似ている













	 邦訳は馬場弘利訳、 Ｊ・ヒリス ミラー『文学の読み方』 （岩波書店、平成二〇年一一月）
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木村政樹「遊戯的なものと反語的批評― 将棋からみ 「戦後学」状況」 （日本近代文学会口頭発表、平成 八年六月二六日）はこの点と関わるものであった。ま 、升田幸三が「共産党は将棋が流行してゐる間は、あきまへんな。将棋 王将を大事にするもんやさかい 述べたという、織田作之助「二流文楽論」 （ 『改造』昭和二一年一〇月）が紹介するエピソードも興味深い。
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小森陽一「文学の時代」 （ 『文学』平成五年四月） 、小森陽一『 〈ゆらぎ〉の日本文学』 （日本放送出版協会 平成一〇年九月） ど
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